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Which influences did the central curriculum-reform in Germany have after 
“PISA-Schock” ? How can teachers and schools maintain pedagogical freedom 
against “Standardization” in curriculum-revision? In this paper I argue the trends 
and the discussions of curriculum-reform in Germany after PISA and school 
practices facing competency-based curriculum design. 
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（Ständige Konferenz der Kultusminister der 


























的に影響を与えてきた（吉田 2016，32 頁参照）。 
 PISA 調査結果を受けて，「リスクグループ
（Risikogruppe）」とされる「学力の低い生徒














校 （ Stadtteilschule ）」 や 「 共 同 体 学 校
（Gemeinschaftsschule）」など）が新設・改設さ
れてきている（中等教育学校制度の改革について




















































































開 発 に つ い て ― 鑑 定 書 （ Zur Entwicklung 
nationaler Bildungsstandards―Eine 










基 準 を 意 味 す る 「 最 小 ス タ ン ダ ー ド
（Minimalstandard）」として設定されるべきこ
と が く り か え し 提 起 さ れ た （ vgl., 


















































































































































































































一つ目の事例は，2016 年 3 月 8 日（火）およ
び同年 8 月 31 日（水）に訪問したブレーメンの
基礎学校（Grundschule an der Gete）である。









オーストリアにおける Bildung 論の立場からのスタンダード化への批判については伊藤 2016 に詳しい。 
3ここで取り上げる三つの学校実践は，吉田・キーパー・ミーシュケ 2016，27-29 頁，吉田・髙木・吉田 2017，85-88

















二つ目の事例は，2012 年 4 月から継続的に訪
問しているニーダーザクセン州・オルデンブルク
の総合制学校（Helene-Lange-Schule）である。5




















三つ目の事例は，2016 年 5 月 30 日（月）に訪
問したハンブルクの市区学校（Grund- und 
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あり方」（2017 年 6 月 25 日 於岡山大学）にお
ける報告「現代ドイツのカリキュラム改革―教育
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